
明

治

年

十

津

川

水
量主

龍

良

明

瀬

本
小
論
執
筆
の
動
機
は
、
十
津
川
谷
の
悲
劇
を
克
明
に
記
録
し
た
「
吉
野
郡
水
災
誌
」
に
対
し
て
抱
い
た
絶
讃
と
感
動
に
基
く
も
の
で

あ
る
。
付
言
し
た
疑
問
の
て
こ
は
、

「
水
災
誌
」
へ
で
は
な
く
、
わ
が
心
に
投
げ
か
け
た
も
の
で
あ
る
。

問

題

点

明治二二年十津川水害

十
津
川
谷
へ
の
筆
者
の
関
心
は
三
つ
の
方
面
に
分
か
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
十
津
川
の
洪
水
流
量
は
わ
が
国
屈
指
の
大
き
さ
で
あ
る
上
、

そ
の
流
路
は
峡
谷
な
い
し
長
い
狭
さ
く
部
で
あ
る
が
、
明
治
二
二
年
洪
水
で
は
ど
の
程
度
の
水
深
と
な
っ
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
二

は
長
い
狭
さ
く
部
を
流
れ
る
こ
と
で
は
江
川
や
北
上
川
中
流
部
と
類
似
点
を
持
つ
が
、
河
岸
に
自
然
堤
防
を
全
然
伴
わ
な
い
と
い
う
正
反

対
の
河
谷
で
は
、
何
、
が
起
こ
る
か
と
い
う
こ
と
へ
の
関
心
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
明
治
二
二
年
八
月
一
九
か
ら
二
一
一
日
を
中
心
に
、
未
曾
有
の
大
洪
水
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
二
か
月
後
に
は
早
く
も
六

O
O戸
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も
の
集
団
移
民
が
故
郷
を
あ
と
に
し
、
北
海
道
に
辿
り
つ
い
て
い
る
。
こ
こ
で
筆
者
に
と
っ
て
の
大
き
な
驚
き
は
、
と
き
の
リ
ー
ダ
ー
お

よ
び
一
人
一
人
が
、
郷
土
へ
の
見
切
り
、
移
住
地
の
将
来
性
の
見
き
わ
め
な
ど
を
、

い
ず
れ
も
不
十
分
な
情
報
に
多
分
の
憶
測
を
加
え
て
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処
断
す
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
対
し
て
で
あ
る
。
従
っ
て
今
日
わ
れ
わ
れ
が
、
果
し
て
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
事
象
の
動
因

を
内
面
的
な
点
ま
で
正
し
く
捉
え
得
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
第
三
の
関
心
で
あ
る
。

そ
の
上
こ
こ
で
は
、
事
態
の
要
因
な
ど
の
分
析
の
手
前
に
強
い
感
情
が
去
来
す
る
の
を
押
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
水
災
誌
」
の
文

脈
か
ら
だ
け
で
な
く
、

八
O
年
の
年
を
距
て
て
現
地
十
津
川
の
谷
か
ら
も
、
あ
る
い
は
、

い
ま
栄
え
て
い
る
子
孫
の
新
十
津
川
町
の
各
所

か
ら
、
わ
た
く
し
の
胸
に
迫
る
の
で
あ
る
。

「
水
災
誌
」
は
紙
数
の
許
す
限
り
詳
し
く
引
用
し
た
。
但
し
か
た
か
な
は
ひ
ら
が
な
に
、
活
字
を
用
意
し
に
く
そ
う
な
難
字
は
か
な
に

改
め
、
必
要
に
応
じ
て
〔

〕
を
補
入
し
た
。

十
津
川
谷
を
新
し
い
関
心
に
従
い
、
改
め
て
訪
ね
た
の
は
昭
和
田
八
年
九
月
上
旬
で
あ
る
。
こ
の
時
は
多
く
の
村
人
か
ら
御
世
話
に
な

っ
た
。
ま
た
十
津
川
村
役
場
大
前
一
夫
建
設
課
長
、
中
谷
順
行
主
事
に
は
現
地
の
御
案
内
、

「
吉
野
郡
水
災
誌
」
と
明
治
二
二
年
洪
水
写

真
の
複
写
に
御
協
力
と
御
教
示
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
厚
く
感
謝
す
る
。

調
査
結
果
は
同
年
一
一
月
歴
史
地
理
学
会
例
会
(
要
旨

歴
史
地
理
学
会
会
員
通
信
七
二
号

明
治
二
二
年
十
津
川
の
水
害
)
で
報
告

し
た
。
本
小
論
は
そ
れ
を
印
刷
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
約
二
年
を
経
過
し
て
い
る
割
に
は
進
歩
が
な
い
こ
と
を
反
省
し
て
い
る
次
第

で
あ
る
。

昭
和
五

O
年
四
月
歴
史
地
理
学
会
大
会
で
千
葉
徳
爾
教
授
は
「
大
和
十
津
川
地
域
に
お
け
る
明
治
二
十
二
年
の
水
害
」
を
、
六
月
に
は

水
利
科
学
一
九
巻
二
号
に
ほ
ぼ
同
内
容
の
論
文
を
発
表
さ
れ
た
。
論
文
の
方
は
続
稿
が
出
る
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
読
ま
せ
て
頂
い
た
分

に
つ
い
て
い
え
ば
、
極
め
て
示
唆
に
富
む
業
績
で
あ
る
。
こ
の
拙
文
と
合
わ
せ
て
御
読
み
下
さ
れ
ば
幸
で
あ
る
。



水
害
に
よ
る
集
落
移
転
の
諸
類
型

日
本
列
島
全
体
に
つ
き
、
自
然
堤
防
に
焦
点
を
お
い
て
、
水
害
に
よ
る
集
落
移
転
の
諸
事
例
を
列
挙
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

1 

低
湿
な
広
い
平
野
部
の
自
然
堤
防
集
落

低
湿
な
平
野
部
に
お
い
て
は
自
然
堤
防
上
に
多
く
の
集
落
が
集
ま
る
。
仙
台
平
野
に
お
け
る
北
上
川
新
旧
河
道
沿
い
の
自
然
堤
防
は
そ

の
典
型
で
あ
り
、
そ
の
多
く
の
部
分
は
洪
水
に
対
し
て
安
全
で
あ
る
。

同
種
の
大
平
野
は
新
潟
平
野
中
央
部
、
利
根
川
下
流
平
野
、
埼
玉
低
地
帯
な
ど
東
日
本
に
多
く
見
出
さ
れ
る
。

2 

河
川
狭
さ
く
部
の
集
落

2 
A 

緩
流
河
川
の
河
川
狭
さ
く
部

a
 

2
A
 低
い
河
岸
段
丘
上
ま
た
は
自
然
堤
防
上
集
落

河
川
狭
さ
く
部
に
は
低
い
河
岸
段
丘
が
あ
り
、
そ
こ
に
水
害
か
ら
安
全
な
集

明治二二年十津川水害

落
が
の
る
。
大
河
川
で
は
最
上
川
(
左
沢
・
荒
砥
間
)
沿
岸
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。
天
塩
川
・
雄
物
川
・
阿
賀
野
川
・
久
慈
川
・
那
珂
川

-
大
淀
川
な
ど
の
狭
さ
く
部
の
河
岸
に
は
、
洪
水
か
ら
安
全
な
高
さ
の
沖
積
段
丘
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
沖
積
段
丘
の
う
ち
に
は
古
期
の
自

然
堤
防
を
の
せ
る
も
の
が
あ
る
。

2 
Ab 

自
然
堤
防
上
集
落

段
丘
の
発
達
が
悪
い
の
で
、
自
然
堤
防
上
に
集
落
が
集
中
す
る
が
、
北
上
川
(
一
関
と
仙
台
平
野
間
)

で
見
る
よ
う
に
狭
い
谷
の
緩
流
で
あ
る
か
ら
、
洪
水
時
は
一
六
メ
ー
ト
ル
以
上
増
水
す
る
。
こ
の
自
然
堤
防
集
落
は
水
没
し
や
す
い
。
由
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良
川
・
江
川
・
四
万
十
川
中
下
流
部
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
移
転
先
は
水
害
防
止
の
立
場
か
ら
、
主
と
し
て
後
背
湿
地
を
越
え
た
山
脚
、

支
谷
奥
な
ど
で
あ
る
。
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2
B
急
流
河
川
の
河
川
狭
さ
く
部
(
峡
谷
)

2 
Ba 

沿
岸
に
集
落
を
伴
う
場
合

黒
部
川
が
好
例
で
あ
る
。
河
岸
に
は
平
野
を
欠
く
な
ど
の
た
め
農
山
村
を
伴
わ
な
い
。
壮
年
山

地
の
河
川
上
流
部
に
多
い
。

2 
Bb 

沿
岸
に
集
落
を
伴
う
場
合

十
津
川
沿
岸
が
こ
れ
に
当
た
る
。
こ
の
型
の
谷
は
意
外
に
多
い
。

自
然
堤
防
集
落
に
つ
い
て
は
拙
著
「
自
然
堤
防
|
|
河
岸
平
野
の
事
例
研
究
」
昭
和
五

O
年
一

O
月
(
古
今
書
院
)
を
参
照
頂
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

明
治
ニ
二
年
十
津
川
水
害
の
特
色

1 

被
災
者
の
北
海
道
移
住
に
み
ら
れ
る
特
性

そ
の
第
一
は
六

O
O戸
二
、

四
八
九
人
(
移
住
願
は
二
、
六
九
一
人
)
と
い
う
如
き
多
く
の
住
民
が
離
村
を
決
意
し
た
こ
と
、
そ
の
第

ご
は
移
住
の
決
意
(
九
月
二
八
日
)
並
び
に
実
行
〈
第
一
隊
小
樽
上
陸
一

O
月
二
八
日
、

一
一
月
六
日
滝
川
着
)
が
極
め
て
早
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
特
性
の
第
三
は
、
滝
川
に
近
い
石
狩
川
の
対
岸
に
全
員
集
団
入
植
し
て
、
独
立
の
村
(
新
十
津
川
村
)
を
立
て
た
迫
力
に
み

ら
れ
る
。

そ
れ
ら
三
つ
の
特
性
は
、

ほ
か
な
ら
ぬ
田
畑
宅
地
な
ど
の
基
本
的
生
産
手
段
が
根
こ
そ
ぎ
奪
わ
れ
た
た
め
に
現
れ
た
も
の
で
あ
る
。

2 

災
害
の
特
色

十
津
川
水
害
に
つ
い
て
は
「
水
災
誌
」
の
緒
言
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。

:
:
:
明
治
廿
二
年
八
月
:
:
:
十
九
日
:
:
:
十
津
川
の
如
き
は
水
量
頓
に
百
十
尺
若
く
は
百
七
十
五
尺
〔
五
三
メ
ー
ト
ル
〕
以
上
に
達
し
、
:
:
:
該
河



川
に
沿
う
:
:
:
大
塔
村
:
:
:
北
十
津
川
村
、
十
津
川
花
園
村
、
中
十
津
川
町
-u:等
、
或
は
濁
流
満
滋
し
来
り
:
:
:
難
民
或
は
流
屋
上
に
在
て
頻
り
に
数

済
を
叫
ぶ
も
隣
人
赴
援
す
る
能
わ
ざ
る
者
あ
り
。
:
:
:
数
戸
拳
族
或
は
圧
死
せ
し
も
死
体
寛
に
発
見
せ
ざ
る
者
あ
り
。
:
:
:
門
吉
野
郡
の
〕
西
南
半
郡

す
べ
て
荒
涼
惨
幅
隔
た
る
集
落
に
化
し
、
流
家
三
百
六
十
四
、
潰
家
二
百
戸
、
半
演
二
一
白
六
十
戸
:
:
:
死
亡
二
百
五
十
五
人
負
傷
三
十
余
人
:
:
:
実
に
振

古
未
曽
有
の
大
変
災
と
謂
う
べ
し
。
:
:

洪
水
時
に
お
り
る
十
津
川
の
洪
水
位
(
増
水
分
の
水
深
)

十
津
川
で
は
極
端
に
高
い
の
か
そ
れ
ほ
ど
で
な
い
の
か
と
い
う
点
は
、
筆

者
に
は
強
い
関
心
事
で
あ
る
。
十
津
川
は
谷
底
の
幅
が
狭
い
こ
と
、
蛇
行
す
る
こ
と
、
高
い
山
地
が
太
平
洋
に
接
し
て
袋
え
立
つ
こ
と
、

大
き
な
支
流
が
多
い
か
ら
同
時
流
出
時
、
水
位
を
極
端
に
上
昇
さ
せ
る
危
険
が
あ
る
な
ど
は
、
こ
の
川
が
わ
が
国
第
一
級
の
高
い
洪
水
位

を
現
出
す
る
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。
し
か
し
河
床
勾
配
が
急
(
図
4
)

で
あ
る
分
だ
け
洪
水
位
を
低
め
て
い
る
に
相
違
な
い
。

十
津
川
の
上
下
流
に
わ
た
る
洪
水
位
に
つ
い
て
の
正
式
の
デ
ー
タ
は
ま
だ
整
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
河
口
部
を
除
き
、
建
設
省
の

直
轄
河
川
に
入
っ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
昭
和
二
八
年
洪
水
で
浸
水
し
た
と
い
わ
れ
る
箇
所
(
国
道
一
六
八
号
上
野
地
)
を
略

測
(
昭
和
四
八
年
九
月
六
日
)
し
て
み
る
と
、
二

0
メ
ー
ト
ル
に
近
い
。
こ
の
数
字
を
そ
の
ま
ま
信
ず
れ
ば
、
筆
者
の
知
る
限
り
で
は
わ

明治二二年十津川水害

が
国
最
高
で
あ
る
。
こ
の
時
の
熊
野
川
の
流
量
は
約
一
九
、

0
0
0ト
ン
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
既
往
洪
水
量
で
は
わ
が
国
一
、
二
位
の
数

「二

0
メ
ー
ト
ル
」
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

字
で
あ
る
か
ら
、

し
か
し
明
治
二
二
年
洪
水
に
よ
る
あ
れ
だ
け
の
大
被
害
は
、
洪
水
位
が
場
所
に
よ
っ
て
は
二

0
メ
ー
ト
ル
に
も
達
し
た
と
い
う
、
水
位

そ
の
も
の
か
ら
起
っ
た
の
で
は
な
い
。
最
も
著
し
い
被
害
は
次
の
二
つ
の
型
と
し
て
現
れ
る
。

一
つ
は
山
腹
に
起
っ
た
超
大
型
の
崩
壊
で
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あ
る
。
こ
の
崩
壊
は
山
林
と
耕
地
の
ほ
か
、
多
く
の
家
を
倒
し
、
人
命
を
奪
っ
た
。
他
の
一
つ
は
こ
の
崩
壊
が
十
津
川
河
床
を
せ
き
と
め

。

。

。

。

て
長
大
な
せ
き
と
め
湖
(
「
水
災
誌
」
で
は
横
塞
お
よ
び
新
湖
の
語
を
用
い
て
い
る
)

を
つ
く
り
、

河
床
近
く
に
あ
っ
た
耕
地
と
住
居
を



一一一一ーー大字界

流家2 新i胡へ流亡2戸

死 1 新湖で溺死1名

崩家3 山崩で埋没3戸

死2 山崩で死亡2名
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図1 明治22年十津川水害大字別被害新湖「吉野郡水災誌」に現地

踏査を加え 1973 篇瀬



記
し
て
い
る
。

水
底
に
沈
め
、
多
く
の
人
命
を
奪
っ
た
の
で
あ
る
。
新
湖
災
害
に
よ
る
最
大
の
被
害
地
は
林
新
湖
で
あ
る
。

「
水
災
誌
」
は
次
の
よ
う
に

八
月
廿
目
前
七
時
字
中
山
縦
百
八
十
間
横
二
百
四
十
間
厚
五
十
間
崩
墜
し
て
十
津
川
を
横
塞
す
る
や
川
面
宛
も
幅
八
、
九
十
関
門
一
四
五

t
一
六
四

メ
ー
ト
ル
〕
高
百
三
、
四
拾
関
口
一
一
ニ
六
J
二
五
五
メ
ー
ト
ル
〕
長
三
百
七
八
拾
間
〔
六
七
三

t
六
九
一
メ
ー
ト
ル
〕
の
堤
防
を
新
築
し
以
て
川
流
を

遇
止
す
る
者
の
如
し
。
而
し
て
十
津
川
方
に
満
濁
浪
百
尺
逆
行
奔
騰
忽
ち
林
・
上
野
地
・
谷
瀬
・
宇
宮
原
の
聞
に
氾
濫
し
一
大
新
湖
を
現
出
す
。
名
つ

け
て
林
新
湖
と
云
う
。
流
域
の
長
さ
三
里
〔
一
一
七
八
二
メ
ー
ト
ル
〕
強
に
し
て
、
川
幅
広
き
は
二
十
町
口
二
八
二
メ
ー
ト
ル
U
、
狭
き
は
八
町
〔
八

.FU
‘

七

三

メ

ー

ト

ル

〕

、

湖

面

周

囲

凡

そ

六

豆

半

〔

三

ハ

辻

キ

ロ

〕

に

余

れ

り

。

同

日

夕

十

二

時

に

至

て

新

湖

決

演
し
去
れ
り
。

明治二二年十津川水害207 

地形による洪水危険度の違い表1と対照の

こ?τ葡在百実7)11-旧大塔村
図2

決
潰
し
た
と
い
つ
で
も
な
お
林
新
湖
は
そ
の
一

部
を
と
ど
め
て
い
て
、
「
翌
廿
一
日
高
津
の
人
一
床
筏

を
造
り
米
穀
塩
噌
及
び
荏
等
を
満
載
し
て
新
湖
を
済
り

美
指
せ
ら
れ
た
り
」
と
あ
る
。

決
潰
後
の
林
新
潮
の
印
象
は
次
の
よ
う
に
も
記

さ
れ
て
い
る
。

上
野
地
・
林
に
在
て
は
平
川
一
帯
湖
面
波
細
に
舟

運
筏
送
翻
て
便
利
あ
る
者
に
似
た
り
・
・
・
・
・
・
若
し
孤
舟

月
を
載
せ
て
徐
々
に
金
波
に
梓
さ
さ
ぼ
想
う
当
に
清

風
掘
を
呈
し
山
水
奇
を
献
す
る
者
あ
る
べ
し
と
離

も
、
湖
底
或
は
数
百
の
髄
穣
未
だ
腐
朽
せ
ざ
る
者
あ
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る
べ
く
:
:
:
有
情
の
土
此
の
地
を
経
過
せ
ば
月
色
為
め
に
愁
い
風
声
為
め
に
悲
し
む
者
あ
ら
ん
(
「
水
災
誌
」
)

四

地
形
の
違
い
が
直
接
被
害
の
形
を
左
右
し
て
い
る
場
所

し
か
し
新
湖
は
十
津
川
の
上
下
流
に
わ
た
っ
て
軒
な
み
に
形
成
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
河
岸
低
所
の
む
ら
(
大
字
)
と
山
腹
高

所
の
む
ら
と
で
は
、
水
害
の
形
態
と
度
合
い
に
著
し
い
地
域
差
を
現
出
し
た
。
例
え
ば
図
1
北
端
宇
井
に
つ
づ
く
そ
の
上
流
部
(
図
2
)

で
あ
る
。
宇
井
は
そ
こ
が
河
岸
低
所
で
あ
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
形
の
被
害
を
現
し
て
い
る
。

宇
井
は
八
月
十
九
日
午
后
十
時
天
之
川
満
渡
す
る
や
狂
ら
ん
急
激
沿
川
の
民
家
ま
さ
に
掠
め
去
ら
れ
ん
と
す
る
に
際
し
、
た
ま
た
ま
引
土
字
桐
木
、
谷

山
字
風
呂
谷
山
共
に
崩
援
し
来
り
忽
ち
急
流
中
に
陥
落
し
て
水
勢
を
助
長
し
民
家
十
有
余
戸
〔
十
一
戸
〕
為
に
漂
流
し
去
ら
れ
た
り

こ
れ
は
崩
壊
の
下
敷
と
い
う
被
害
で
も
、
新
湖
に
よ
る
埋
没
で
も
な
く
、
天
ノ
川
(
十
津
川
上
流
)

の
河
床
上
昇
に
よ
る
増
水
で
あ

る
。
河
岸
集
落
の
被
害
形
態
が
よ
く
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
惨
害
を
受
け
た
宇
井
の
む
ら
人
は
深
夜
、
豪
雨
の
中
を
助
け
を
求
め
て
山
腹

の
む
ら
「
閉
君
」
へ
と
さ
ま
よ
う
。

宇
井
は
八
月
十
九
日
午
後
十
時
・
:
:
・
七
十
余
人
そ
う
と
う
〔
あ
わ
て
て
〕
字
牛
頚
山
へ
掌
上
り
し
が
衆
民
或
は
裸
体
銑
足
の
者
あ
り
、
或
は
松
き
ょ

〔
た
い
ま
つ
〕
忽
ち
滅
し
隻
手
杖
に
代
え
以
て
筒
旬
す
る
者
あ
り
、
或
は
児
女
の
悲
叫
し
て
頻
り
に
慈
親
を
索
む
る
者
あ
り
、
人
心
き
主
う
き
ょ
う
頗

る
雑
還
を
極
め
た
り
。
:
:
:
衆
民
俄
か
に
大
字
閉
君
へ
避
難
す
る
の
儀
あ
り
。
是
よ
り
先
閉
君
の
人
中
田
孝
之
ら
十
余
人
:
:
:
七
十
余
人
を
救
護
し
得

て
閉
君
に
帰
着
せ
り

辻
堂
(
図
2
の
北
端
)
は
ま
ず
背
後
の
谷
壁
崩
壊
を
受
け
て
死
者
二
十
余
人
、
次
い
で
そ
の
崩
壊
に
よ
る
新
湖
の
災
害
を
受
け
る
の
で

あ
る
。圃辻

堂
vi--廿
目
前
二
時
:
:
:
崩
潰
し
て
人
家
六
戸
住
民
二
十
余
人
を
埋
没
し
去
り
:
:
:
土
石
流
下
し
て
天
之
川
を
横
審
し
忽
ち
新
湖
を
生
ず
。
名
づ
け
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表1 大塔村天ノ川沿岸の被害 図2と対照のこと

増水位 全潰(戸) 全滅率% 死亡率
m 戸数 ラ4

国 畑

辻 堂 16 24 16 8 26 前 80 

堂 平 16 10 1 2 63 3 

飛養曽 16 21 1 11 0.5 

"51 土 16 14 。 3 3 

閉 君 16 15 1 。 11 0.1 

宇 井 52 11 11 。 83 46 

清 水 50 10 。 40 9 

「吉野郡水災誌」の数字より計算

表2 新湖一覧表明治22年8月

新 湖 名|周閤長| 形 成~決 漬 間

辻堂新湖 1塁半 20目前2時~前3時 1 

宇井新湖 30 町 20日前10時~後3時 5 

河原樋新湖

長殿新湖

林 新湖 6皇半 20目前7時~後12時 17 

旭 新湖

内野新湖 1 呈 20日前2時~前2.5時 0.5 

山天新湖 25 町 19日後12時~

五百瀬新湖 28 町 19日後12時~

川津新湖 20 町 19日後9時~後12時 3 

野広瀬新湖 50 町

風屋新湖 30 町 20日前8時~後12時 16 
野尻新湖 20 町 19日夜

小原新湖 1 里 20目前1時~前3時 2 

「吉野郡水災誌Jによる 但し長殿新湖については本小論参照のこと 決潰後
も湖の一部残留するものがある



210 

て
辻
堂
新
海
と
い
う
。
:
:
:
周
囲
一
旦
半
強
〔
約
六
ギ
ロ
〕
あ
り
し
が
一
時
間
を
経
て
口
口
決
潰
し
去
れ
り
。

日
落
ち
風
悲
め
ば
湖
畔
に
於
て
或
は
鬼
語
口
口
湖
上
を
渡
り
来
る
を
聞
く
こ
と
あ
り
と
い
う
。
想
う
に
‘
無
数
の
生
霊
崩
土
潜
水
の
為
厭
剃
溺
死
す
る

者
幽
魂
一
片
未
だ
流
れ
去
ら
ざ
る
有
て
万
こ
く
〔
一
石
の
こ
と
〕
の
愁
怨
空
し
く
彼
蒼
に
う
っ
た
ふ
る
者
か
。

"戸。

パ
河
岸
低
所
に
お
い
て
死
者
が
多
く
、
か
つ
田
・
畑
の
全
誠
度
が
高
い
こ
と
は
表
ー
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

時
こ
れ
に
反
し
て
堂
平
・
飛
養
曾
な
ど
山
腹
高
所
の
む
ら
は
専
ら
崩
壊
型
災
害
で
あ
る
。
ま
た
閉
君
は
離
れ
て
建
っ
て
い
た
河
岸
の
一
軒

家
を
失
っ
た
が
引
土
の
傷
は
浅
い
。
崩
れ
た
の
は
集
落
よ
り
下
方
の
河
岸
側
で
あ
る
。

引
土
は
八
月
十
九
日
夜
字
風
呂
の
谷
山
、
字
桐
木
谷
山
と
も
に
崩
壊
し
て
土
石
轟
三
大
之
川
に
陥
落
す
る
や
:
:
:
等
二
十
余
人
皆
急
に
紫
雲
山
信
称

寺
に
避
去
せ
り

そ
れ
ぞ
れ
の
新
湖
の
大
き
さ
、
形
成
と
決
潰
の
時
刻
な
ど
は
表
2
を
図
1
と
対
照
し
て
見
て
頂
き
た
い
。

五

段
丘
面
を
も
水
没
さ
せ
た
せ
き
と
め
湖
の
場
合

林
新
湖

十
津
川
べ
り
で
は
従
来
宅
地
は
も
ち
ろ
ん
田
畑
の
多
く
が
、
河
床

(
正
確
に
は
平
水
位
)

の
高
さ
よ
り
一

0
メ
ー
ト
ル
、

0
メ
ー
ト
ル
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
高
い
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
洪
水
被
害
を
避
け
て
き
た
。
し
か
し
明
治
二
二
年
の
洪
水
は
そ
の

被
害
が
か
け
離
れ
て
大
き
い
点
で
、
ま
さ
に
空
前
の
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
大
字
林
で
は
回
の
全
部
と
畑
の
六
割
を
失
っ
た

表

3
1
上
野
地
・
宇
宮
原
で
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

集
落
に
つ
い
て
い
え
ば
、
林
で
は
三

O
戸
の
う
ち
実
に
二
七
戸
、
上
野
地
で
は
四
二
戸
の
う
ち
三
六
戸
が
失
わ
れ
、
む
ら
は
ほ
と
ん
ど

潰
滅
し
た
。

「
林
は
:
:
:
林
新
湖
の
生
ず
る
や
狂
ら
ん
満
液
一
一
瞬
の
問
、
宅
地
田
園
皆
湖
底
に
没
し
」

(
水
災
誌
)
た
の
で
あ
る
。
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図3 林新湖の範囲(推定) 中山の崩壊によるせきとめ湖 湖には何段
もの段丘や高標高当時の蛇行を示す3つの旧河道主主見える
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表3 被災率明治22年3ケ村大字別

「吉野郡水災誌」の数字より計算 1973 寵瀬

災 被 流 喪失面積率% 移 和昭!日 大
害 災 . 住
前 死 演 人

45 
村 字 宅 田 畑 人年人 亡 家 ロ
名
名

白 率 率 率 口
人 % % 地 % 人

長 殿 144 25 72 ω 97 53 2 64 

沼田原 94 。 5 。 14 13 5 72 
~I:; 
旭 274 。15 5 84 9 12 248 

十 宇宮原 284 6 82 19 83 61 20 98 

津
谷 瀬 333 1 11 6 57 8 14 122 

上野地 188 4 81 60 98 52 43 499 
)11 
林 153 14 90 80 100 61 47 2 

村 高 津 209 。 3 。 51 1 15 94 1 

内 野 125 7 16 17 86 36 44 63 

山 天 94 。24 20 86 52 45 59 

一 浦 59 。。 。 36 7 42 

五百瀬 74 。33 25 77 34 42 

杉 清 192 。26 17 77 22 51 139 

)11 津 315 0.3 57 19 74 42 57 93 

花 風 屋 224 。10 8 12 34 21 18'1 

国 滝
)11 256 0.4 20 31 37 8 4 165 

内 原 270 。4 。 47 7 11 115 
村
野 尻 218 3 30 25 80 7 31 60 

山 崎 133 。7 14 6'8 14 11 91 

池 1c・ 197 2 37 22 100 16 14 68 

井 234 0.4 6 10 12 8 33 99 

十津中
湯之原 355 。13 12 64 20 33 166 

小森 228 。4 9 63 30 30 50 
村)11 原も 451 .0.2. 4 10 56 1 24 603 

武 蔵 280 1 5 13 31 5 10 280 

大 野 286 1 。 。 13 2 5 208 

計 平均 15640 1 1
• Sj_ペ 23 I 24 I 752 
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1973籍瀬

そ
の
悲
惨
さ
は

「
林
は
:
:
:
林
新
湖
を
生
じ
濁
浪
逆
渡
し
来
る
や
鉱
夫
小
泉
八
百
蔵
等
皆
〔
二
七

名
〕
溺
死
せ
り
:
:
:
衆
民
狼
狽
殊
に
甚
し
く
:
:
:
或
は
稚
児
を
背
に
し
て
狂
淵
に
掠
去
ら
る
る
者
あ

り
、
或
は
親
族
団
撲
の
中
家
屋
忽
ち
漂
流
し
去
る
者
あ
り
:
:
:
」
。

林
新
湖
の
深
さ
は
「
水
災
誌
」
巻
之
四
北
十
津
川
村
の
巻
末
の
表
第
二
号
に
、
下
流
か
ら

上
流
へ
順
次
、
林
二
七
三
尺

(
八
二
・
七
メ
ー
ト
ル
)
、

上
野
地
二
六
三
尺
(
七
九
・
七
メ

ト
ノレ、_，、

字
宮
原
一
一
一
一
尺
(
六
三
・
九
メ
ー
ト
ル
)

と
記
し
て
い
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら

の
数
字
時
十
津
川
河
岸
に
位
置
し
て
い
た
低
所
の
宅
地
や
田
畑
も
、
入
二
・
七
メ
ー
ト
ル
あ

る
い
は
六
三
・
九
メ
ー
ト
ル
も
の
高
所
も
、
こ
の
時
の
洪
水
に
際
し
て
高
低
の
違
い
を
機
能

し
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
八
二
・
七
メ
ー
ト
ル
、
六
三
・
九
メ
ー
ト
ル
あ
る
い
は
七

九
・
七
メ
ー
ト
ル
な
ど
と
い
う
比
高
が
緩
斜
面
あ
る
い
は
等
斉
斜
面
か
ら
な
る
と
は
限
っ
て

‘
お
ら
ず
、

一
段
か
ら
数
段
の
階
段
状
地
形
か
ら
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

現
在
の
林

十津川縦断面図

(
約
三

0
0
メ
ー
ト
ル
の
高
度
)
、

の
そ
れ
ぞ
れ
の
平
坦
地

上
野
地
(
三
二

0
メ
ー
ト
ル
)

は
段
丘
面
の
一
部
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
(
図
3
)
。

住
民
は
新
し
く
湖
岸
と
な
っ
た
山
脚
、
昨
日
ま
で
の
山
腹
斜
面
が
豪

雨
の
や
ん
だ
後
も
湖
面
に
向
か
っ
て
崩
壊
し
続
け
、
土
地
が
失
わ
れ
て
ゆ
く
様
子
を
次
の
よ

新
湖
岸
続
い
て
崩
壊

図4

う
に
目
撃
す
る
。
「
お
も
う
に
中
折
戸
山
の
崩
壊
せ
し
は
濁
浪
の
山
脚
を
洗
機
し
土
砂
層
為
め
に
離
脱

し
去
る
者
な
ら
ん
〔
濁
浪
と
は
林
新
湖
の
も
の
を
指
す
〕
」



こ
の
よ
う
な
土
地
に
つ
い
て
、
十
津
川
の
沼
床
近
弐
な
~
ゐ
と
も
か
く
、
そ
の
河
床
が
遥
か
に
望
見
さ
れ
る
ほ
ど
の
入
二
・
七
メ
ー
ト
ル

あ
る
い
は
六
三
・
九
メ
ー
ト
ル
払
ど
と
い
う
山
腹
の
高
所
で
さ
え
、
十
津
川
本
流
の
洪
水
に
対
し
て
安
全
で
な
か
っ
た
と
か
う
こ
之
は
、
・

生
残
っ
た
む
ら
人
の
心
に
土
地
う
の
深
い
絶
望
感
を
刻
み
つ
け
た
に
相
違
な
ト
。

川
津
新
湖
山
腹
訂
大
規
模
な
崩
壊
に
よ
る
新
湖
の
形
成
の
た
め
の
悲
劇
と
損
失
は
林
新
湖
だ
け
で
は
な
〈
、
そ
の
す
ぐ
下
流
に
起
こ
っ

た
川
津
新
湖
で
も
同
じ
で
あ
る
1
0

吋
「
川
津
は
八
月
十
九
日
午
後
十
一
時
:
:
:
新
湖
を
生
℃
、
濁
浪
治
々
逆
行
す
る
や
、
宇
智
吉
野
郡
役
所
出
張
所
、
五
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長
殿

字
宮
原
(
8・
弘
子
ー
ザ

L

谷
瀬
橋

(
m
m
・?=)

上
野
地
(
芯

-E)

林
ム
志
向
津
(
∞

M-Z)

¥

中

山

大

崩

、
に
よ
る
横
塞

図5 林新湖付近十津川縦断面図，図4の一部拡大
1973篇瀬

条
治
安
裁
判
所
支
庁
、
十
淳
、
川
郷
事
務
所
、
郷
倉
、
火
薬
貯
蔵
室
、
川
津
郵
便
局
、

川
津
尋
常
小
学
校
計
七
棟
、
川
津
神
社
及
:
:
:
十
三
戸
流
亡
」
-

戸
流
亡
、

一
戸
潰
家
。

ほ
か
に
三
十
四

胃
官
同
い
段
丘
面
林
新
湖
で
八
二
・
七
メ
ー
ト
ル
な
ど
と
い
う
深
い
水
深
と
も

な
れ
ば
河
岸
の
小
段
丘
は
高
低
の
区
別
な
く
水
没
す
る
。
し
か
し
十
津
川

谷
に
は
さ
ら
に
高
所
に
位
置
し
て
い
て
、
決
し
て
新
湖
の
湖
底
と
は
な
ら

な
か
っ
た
階
段
地
形
が
分
布
す
る
。
高
津
お
よ
び
谷
瀬
の
集
落
を
の
せ
る

部
分
は
、
中
1

津
川
の
旧
河
道
が
山
地
の
隆
起
に
よ
っ
て
高
所
と
な
っ
た
平

坦
面
で
あ
る
(
図
4
)。
こ
の
よ
う
な
高
所
の
集
落
か
ら
み
れ
ば
林
新
湖

の
水
面
は
造
か
下
方
で
あ
る
。
自
分
の
と
こ
ろ
は
一
応
安
全
で
あ
る
に
し

て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
を
抱
く
の
で
あ
る
。

林
民
家
浸
水
の
惨
烈
な
る
を
見
て
円
寵
瀬
註
、
高
位
置
に
あ
る
高
津
の
-
集
落



か
ら
見
お
ろ
し
て
〕
且
つ
驚
h
c
E
つ
恐
れ
皆
謂
ら
く
此
れ
必
ず
非
常
の
海
噺
あ
り
て
怒
濡
熊
野
浦
よ
り
浸
襲
し
来
る
な
ら
ん
と
:
・
:
・
菊
二
郎
等
来
り
て

中
山
崩
壊
の
事
実
を
告
ぐ
。
此
れ
に
至
申
て
民
心
梢
々
安
堵
せ
り
と
難
も
林
新
湖
決
潰
測
ら
れ
ず
。
下
流
沿
川
村
落
被
害
の
恐
れ
あ
る
を
以
て
:
・
・
:
二

人
を
風
屋
に
遣
し
以
て
戒
厳
す
べ
き
を
報
ず
と
い
う
。

表
4
は
明
治
二
二
年
十
津
川
水
害
に
お
け
る
集
落
・
回
・
畑
の
被
害
を
大
字
別
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
集
落
の
み
を
取

出
し
て
そ
の
被
害
類
型
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

集
落
の
被
害
類
型

例
ー

I
畏
殿
・
旭
・
山
天
・
杉
清

A 

崩
壊
被
害
集
落

位
置
|
|
山
裾

B 

増
水
被
害
集
落

例
ー
ー
滝
川
・
内
原
・
池
穴
・
湯
之
原

例
ー
ー
辻
堂
・
宇
井
・
宇
宮
原
・
上
野
地
・
林
・
五
百
瀬
・
川
津
・
野
尻

位
置
|
|
谷
底

C 

湖
底
水
没
集
落

位
置
|
|
段
丘
・
山
腹

六

明
治
ニ
ニ
年
洪
水
時
の
水
漂

明治二二年十津川水害

「
吉
野
郡
水
災
誌
」
の
数
字
か
ら
は
日
本
一
の
水
深

の
数
字
を
用
い
て
き
た
。
林
新
湖
は
林
・
高
津
で
は
と
も
に
二
七
三
尺
(
八
二
・
七
メ
ー
ト
ル
)

十
津
川
水
害
時
の
水
深
に
つ
い
て
こ
こ
ま
で
の
説
明
は
専
ら
「
吉
野
郡
水
災
誌
」

で
あ
る
。
こ
の
数
字
は
ず
ば
抜
け
て
大

き
く
わ
が
国
第
一
位
で
あ
る
。

こ
の
数
字
と
は
別
に
、
筆
者
は
次
の
方
法
で
林
新
湖
各
部
の
水
深
を
推
定
し
た
。
そ
の
結
果
で
は
、
林
・
高
津
あ
た
り
で
約
六

0
メ
ー

ト
ル
、
現
在
の
上
野
地
小
学
校
付
近
で
五

0
メ
ー
ト
ル
、
字
宮
原
で
三
五
メ
ー
ト
ル
程
度
で
、
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了
九
メ
ー
ト
ル
よ
り
二
五
メ
ー
ト
ル
程
度
低
い
数
字
に
な
っ
た
。

「
水
災
誌
」
の
八
二
・
七
メ
ー
ト
ル
、
六



山
由

H
N

表4 宅地図畑の地形的位置と災害の種類

明治22年 4ケ村大字別「吉野郡水災誌」に現地調査を加えた 1973 寵瀬

|日 地 形 的 位 置 災 害 の 種 類

村 大字 名 天ノ濫川十津 支流域
低い段丘や 高い段丘や 新没湖底に水 崩壊被害 増水被害

川氾原 山腹 山腹

名 高|回|畑 ~!回|畑 電|田|畑 高|回|畑 電|田|畑 主|田|畑 高|回|畑
辻 堂 。。 。 。010 。。。

大 堂 平 。。 。
飛 養 曽 。。

塔 51 土 。。
閉 君 。 。

村 宇 井 。。 。 。。。
清 水 。 。。 。
長 殿 。。 。。。。。。
1百 国 原 。。。。 。。。
旭 。。。 。。。

~t 宇 宮 原 。 。。。。。。。。。。。
谷 瀬 。 。。。。。。

十
上 野 地 。 。。。 。。。。。
林 。 。。。 。。。

津
高 津 。 。。。。
内 野 。。。 。 010101010 。



明治二二年十津川水害

:!I:三軍事十-fr 泣 函 2持 :!I: 

〉ト2*'テ今苦悩今 [# E ~罪:2t iîi臨海三 ボ士伊1III E 

N 出、

主君主話調書許淘と体 ?} ~番目朔三岡部 都議議>H

。。000  。。。000  。。
。 。。 。。
。。 。。 。。。
。
。。0000000 o 。

000  。。0000000 。
0000 。。。。。 。。
000  。。
0000 。。。。。。 。。。 。。。。
。 。 。。。。
。。。。

00000 。。000  。。。 000  。。。 。。。。
。。。。。。
。。。。。 。

林
新
湖
の
湖
面
高
林
新
湖
の
水
深
を
求
め
る
に
は
新
湖
の
湖
面
高
と
洪
水
前
の
湖
底
高
を
知
れ
ば
よ
い
。
湖
面
高
は
大
ま
か
に
は
付
近

の
住
民
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
が
常
で
あ
る
。
そ
れ
が
誤
伝
ま
た
は
不
確
実
で
も
、
互
い
に
離
れ
た
数
地
点
を
つ
な
げ
ば
、
多
く

217 

の
場
合
確
か
な
数
字
に
近
づ
け
ら
れ
る
。

湖
面
の
場
合
に
は
と
く
に
容
易
で
あ
る
。
方
法
と
し
て
は
土
地
の
事
情
に
明
る
い
人
の
案
内
を
受
け
る
こ
と
、
等
高
線
の
詳
し
い
地
形
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図
、
で
き
れ
ば
レ
ベ

-w
類
を
使
用
す
る
こ
と
な
ど
が
望
ま
じ
い
。

地
点
と

L
て
は
急
斜
一
眉
よ
り
は
緩
斜
面
を
選
ん
だ
方
が
よ
り
正
確
に
近
い
数
字
に
な
る
。
地
元
民
か
ら
聞
き
出
せ
る
の
は
海
抜
高
度
で

な
く
、
こ
の
道
路
、
あ
の
樹
木
付
近
、
向
こ
う
の
宅
地
と
い
っ
た
地
物
・
地
点
で
あ
る
。
例
え
そ
の
地
点
に
一

0
メ
ー
ト
ル
程
度
の
誤
伝

50 

. 、、、
' • . 

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
緩
斜
面
な
ら
ば
海
抜
高
度
に
影
響
す
る
数
量
託
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。

筆
者
は
上
野
地
の
学
校
東
方
、
字
宮
原
の
集
落
低
所
、
団
長
瀬
の
三
点
を
重
要
視
し
た
。
地
図
は
国
土
地
理
院
二
万
五
千
分
の
一
の
ほ

一
か
、
奈
良
県
作
製
「
十
津
川
村
森
林
基
本
国
」
五

O
G
O分
の
一
昭
和
四
四
年
中
-
用
い
た
。
調
査
の
結
果
林
新
湖
の
湖
面
高
は
お
お
古

一
ね
海
抜
三
二

0
メ
ー
ト
ル
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
と
な
っ
た
が
、
万
全
を
期
し
て
三
二
五
メ
ー
ト
ル
と
い
う
こ
と
に
し
た
い
op

林
新
湖
の
湖
底
の
高
度
湖
底
は
埋
積
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
も
と
の
深
さ
(
高
度
)
を
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
筆
者
は
河
口
か
方

向
熊
野
川
・
十
津
川
・
天
ノ
川
を
通
じ
て
約
一
五

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
河
川
統
断
面
図
と
谷
瀬
橋
地
点
の
地
質
柱
状
図
を
用
い
て
ー
結
論
を
由

所

・

さ

し

て

み

た

O

F

場

磯

定

一

役

円

際

磯

推

河

川

縦

断

面

図

を

村

る

の

の

と

-

川

長

じ

阻

m
山
さ
き
に
あ
げ
た
両
種

津
地
ま

十
川
町
山
門
部
同
の
地
図
を
用
い
て
措

図
M

刊
の
，
P
¥
e
の
角

状
7

m

い
叫
入
亜
い
て
み
る
と
(
図
4
V

柱

図

川

高

M
混
血

質
日
の
伽
分
問
全
体
と
し
て
は
下
流

地
蔵
仲
間
間
切
な
か
ら
上
流
へ
と
良

レ
ー
じ
か
じ
勾
配
が
順
次
に
増
加
世

N1i底

¥ 
F 

F 

。

A 

B 

C 

D 

。



す
る

Jι
マ
ル
な
曲
線
用
、
あ
る
1

幸
い
な
こ
と
に
林
新
湖
を
は
さ
む
一
一
一
エ
ー
ロ
メ
ー
ト
ル
下
流
の
風
星
ダ
ム
を
の
せ
る
岩
盤
の
河
床
と
、
上

流
側
猿
谷
ダ
ム
の
そ
れ
ぞ
れ
の
標
高
を
基
準
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
A
は
さ
き
に
求
め
た
林
新
湖
の
湖
面
の
三
こ
五
メ
ー
ト
ル
、

B
は

現
在
の
沼
床
で
あ
る
。
そ
こ
で

A
を
基
準
に
し
て
林
、
高
津
入
二
・
七
メ
ー
ト
ル
ー
そ
の
他
の
「
水
災
誌
」
の
水
深
だ
け
低
く
す
る
と
D
曲
線

と
な
る
l

j

u

か
し
図
形
か
ら
見
る
限
り
で
は
、
林
新
湖
前
の
河
床
は
D
曲
線
で
あ
る
可
能
性
は
な
く
、
谷
瀬
橋
の
柱
状
図
之
の
総
合
判
断

に
よ
っ
て
画
い
た
C
に
近
い
曲
線
が
正
し
い
之
判
断
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
図
の
林
新
湖
付
近
を
詳
し
く
表
現
し
た
の
が
図
5
で
あ
る
。
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明治二十二年十津川水害

，325m 明治22年推定洪水位
(林新湖面)

219 

. 290 

280 

270 

L
同円
L

水
田
の
大
部
分
が
の
っ
て
い
た
谷
底
の
横
断
形

現
在
の
ー
氾
濫
原
は
十
捧
川
の
乱
流
す
る
砂
礁
の
広
い

か
わ
ら
で
あ
る
。
し
か
し
林
新
湖
以
前
は
氾
濫
原
に

当
る
部
分
が
十
津
川
谷
の
も
っ
と
も
主
要
な
水
田
で

あ
り
、
水
害
で
そ
の
大
部
分
が
失
わ
れ
た
(
表
4)-

の
で
あ
る
?
と
い
う
こ
と
は
、
十
津
川
村
は
林
、
上

野
地
・
字
宮
原
で
は
、
広
い
水
田
を
の
せ
る
平
底
谷

で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

地
質
柱
状
図
を
加
え
て
の
推
測

メ
ー
ト
ル
以
下
の

E
の
部
分
で
は

N
値
が
高
い
だ
け

図
6
で
一
六
・
五

図7

で
な
く
、
そ
こ
を
「
地
山
と
推
定
さ
れ
る
」
と
特
記

さ
れ
宅
い
る
こ
と
に
注
目
す
れ
ば
、
多
少
重
大
な
こ
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と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
C
の
高
度
を
も
っ
て
、

お
お
む
ね
林
新
湖
以
前
の
河
床
と
考
え
る
二
と
が
可
能
で
あ
る
(
図
7
1

こ
の
深
度
で

あ
れ
ば
、
河
川
縦
断
面
図
(
図
4
と
5
)
の
C
線
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

以
上
に
よ
り
不
確
実
で
は
あ
る
が
、
林
新
湖
の
湖
面
A
よ
り
林
新
湖
形
成
前
の
河
床
が
C
を
通
る
曲
線
に
近
い
と
の
結
論
に
な
っ
た
。

「
水
災
誌
」
の
記
述
は
誤
記
か

筆
者
の
推
定
す
る
林
新
湖
の
深
さ
に
比
べ
て
「
水
災
誌
」
に
明
記
す
る
数
字
は
二
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
過

大
で
あ
る
。
し
か
し
筆
者
に
は
次
の
理
由
で
「
水
災
誌
」
の
数
字
を
誤
り
と
き
め
つ
け
る
気
に
は
な
れ
な
い
。
そ
の
理
由
の
第
一
は
「
水

災
誌
」
そ
の
も
の
が
全
体
と
し
て
八
十
年
の
批
判
に
耐
え
、
か
つ
信
頼
を
か
ち
得
て
き
た
定
評
あ
る
記
録
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は

「
水
災
誌
」
は
災
害
の
実
情
を
上
司
に
報
告
す
る
目
的
の
記
録
で
、
死
者
の
氏
名
、
流
失
家
屋
の
所
有
者
名
な
ど
に
見
る
と
お
り
、
す
ベ

て
克
明
正
確
を
期
し
て
い
る
さ
ま
が
伺
わ
れ
る
。
し
か
し
水
害
に
お
け
る
洪
水
水
深
だ
け
は
幾
ら
か
過
大
な
数
字
に
な
り
や
す
い
こ
と

は
、
今
回
全
国
各
地
の
河
川
水
害
の
報
告
に
ご
く
普
通
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
「
幾
ら
か
過
大
」
に
な
っ
た
の
は
結
果

と
し
て
そ
う
な
っ
た
の
で
あ
り
、
・
報
告
者
は
あ
く
ま
で
正
確
を
期
し
た
に
相
違
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
理
由
の
第
三
は
報
告
に
当
つ
て
は

埋
っ
一
た
河
床
を
地
よ
か
ら
推
測
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
絶
対
正
確
で
あ
る
こ
と
が
も
と
も
と
無
理
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

長
殿
に
新
湖
が
形
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か

「
水
災
誌
」
の
北
十
津
川
村
巻
之
四
の
付
図
お
よ
び
巻
末
表
に
基
け
ば
長
殿
に
新
湖
が
な
か

っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
「
漢
川
穣
溢
の
為
め
民
家
若
く
は
人
畜
を
流
亡
す
る
こ
と
最
も
惨
酷
な
る
も
の
を
林
・
上
野
地
・
宇
宮
原
・

長
殿
・
内
野
・
五
百
瀬
と
為
す
。
」
と
あ
る
か
ら
、
五
つ
は
す
べ
て
新
湖
で
あ
る
。
長
殿
に
も
新
湖
が
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。

さ
ら
に
次
の
記
述
の
「
横
塞
」
を
天
然
ダ
ム
、

「
海
」
を
新
湖
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
長
殿
は
八
月
廿
日
午
前
三
時
字
大
砂
山

崩
潰
し
て
字
寺
援
を
埋
設
し
去
っ
て
余
勢
十
津
川
を
横
塞
す
る
や
濁
波
逆
穣
浩
々
海
の
如
し
。
此
に
至
っ
て
長
殿
小
学
簡
易
科
教
場
一
棟



神
社
一
字
及
び
青
木
勘
次
郎
:
:
:
十
二
戸
流
亡
:
・
」
さ
ら
に
「
水
災
誌
」
に
は
長
殿
は
一
五
五
尺
(
四
六
・
九
メ
ー
ト
ル
)

の
洪
水
位
と

記
し
て
い
る
。
河
川
そ
の
も
の
の
増
水
で
四

0
メ
ー
ト
ル
以
上
と
い
う
こ
と
は
ま
ず
あ
り
得
な
い
。
結
論
と
し
て
長
殿
は
独
立
の
新
湖
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
に
み
た
よ
う
に
、

一
、
二
の
点
で
疑
問
は
な
く
は
な
い
が
、
そ
れ
は
全
体
と
し
て
の
「
吉
野
郡
水
災
誌
」
の
価
値
を
低
め
な
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
筆
者
に
は
災
害
対
策
上
か
ら
も
、
明
治
中
期
の
十
津
川
谷
の
詳
細
な
地
誌
と
し
て
も
価
値
の
高
い
こ
の
記
録
が
正
規
の

印
刷
本
と
し
て
世
上
に
出
さ
れ
る
日
が
待
た
れ
る
。

七

離
村
・
移
住
の
要
因

離
村
の
要
因
把
握
の
困
難

結
論
を
先
に
記
す
と
、
十
津
川
水
害
の
よ
う
な
場
合
は
、
住
民
の
離
村
・
移
住
の
要
因
を
完
壁
に
は
把
握

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
る
ほ
ど
「
吉
野
郡
水
災
誌
」
の
克
明
で
適
確
な
記
述
を
熟
読
し
、
奈
良
・
北
海
道
の
二
つ
の

明治二二年十津川水害

現
地
を
訪
ね
、
あ
る
い
は
類
書
中
の
圧
巻
で
あ
る
「
新
十
津
川
町
史
」

(
A
5
 

一O
六
五
頁

昭
和
四
一
年

新
十
津
川
町
役
場
)
な

ど
を
ひ
も
と
け
ぽ
、
そ
こ
か
ら
多
く
の
事
柄
は
要
約
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
移
住
の
決
意
を
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
諸
事
情
、
大
集
団
の
遠
隔

移
動
を
制
約
し
、
あ
る
い
は
可
能
に
し
た
時
代
的
背
景
、
密
林
を
切
開
き
、
湿
原
に
い
ど
ん
で
新
し
い
村
を
建
設
し
て
ゆ
く
苦
闘
の
歴

史
、
そ
し
て
い
ま
は
高
度
の
物
質
的
繁
栄
を
享
受
し
つ
つ
も
、

入
O
年
前
の
ふ
る
さ
と
と
深
い
つ
な
が
り
を
保
ち
続
け
る
二
世
ま
た
は
三

世
の
姿
な
ど
で
あ
る
。

221 

要
す
る
に
そ
の
時
強
い
プ
ッ
シ
ュ
要
因
と
、
十
分
な
プ
ル
要
因
が
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
政
府
・
十
津
川
村
出
身
の
先
覚

者
、
屯
田
兵
村
と
大
量
の
入
植
者
受
入
れ
を
準
備
し
つ
つ
あ
っ
た
北
海
道
側
要
人
な
ど
が
、
主
と
し
て
東
京
を
舞
台
と
し
て
そ
の
二
つ
を
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行
動
さ
せ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

災
害
規
模
の
極
端
性
と
離
村
決
意

も
ち
ろ
ん
日
本
の
す
べ
て
の
大
河
川
に
あ
の
よ
う
な
大
水
害
が
起
こ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
十
津
川

谷
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
常
に
あ
の
よ
う
な
水
害
形
態
が
現
出
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ
の
上
普
通
な
ら
浸
水
の
境
界
線
は
氾
濫
原
と
段
丘

面
(
あ
る
い
は
山
腹
斜
面
)
と
の
聞
に
引
か
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
明
治
二
二
年
洪
水
で
は
雨
の
降
り
方
が
あ
の
よ
う
に
異
常

だ
っ
た
結
果
、
浸
水
の
境
界
線
が
一
変
し
、
本
来
段
丘
と
見
な
す
べ
き
地
形
面
の
一
部
を
も
水
没
し
た
。
そ
れ
は
集
中
豪
雨
の
量
が
例
年

を
極
端
に
上
ま
わ
ー
っ
た
が
故
に
、
過
去
何
十
年
あ
る
い
は
何
百
年
の
年
月
に
わ
た
る
深
部
風
化
で
厚
く
な
っ
て
い
た
表
層
物
質
を
液
性
化

じ
、
滑
落
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
十
津
川
は
増
水
そ
の
も
の
の
上
に
崩
壊
物
質
に
よ
る
せ
き
と
め
作
用
が
加
わ
っ
て
、
水
深
を
数

倍
に
も
増
大
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
む
ら
を
潰
滅
に
至
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
谷
底
平
野
に
集
中
し
て
い
た
水
田
は
、
表
3
の
範
囲
で
は
平
均
で
も
六
三
パ

l
セ
γ
ト
を
、
む
、
ら
に
よ
っ
て
は
ほ
と

ん
ど
全
部
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
畑
地
は
山
腹
や
高
所
の
平
坦
面
に
多
か
っ
た
た
め
に
、
そ
の
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
失
っ
た
に
と
ど
ま
っ

た
が
、
多
く
の
家
と
生
命
と
を
失
っ
た
こ
と
は
文
字
通
り
致
命
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
打
撃
の
な
か
で
住
民
の
心
情
は
離
村
・
移
住
を
中
心

に
大
き
く
ゆ
れ
動
く
o

J

た
だ
し
住
民
が
士
族
を
中
心
と
し
た
特
有
の
集
団
だ
っ
た
た
め
に
、
ゆ
れ
は
比
較
的
同
一
方
向
に
強
か
っ
た
ふ
し

が
あ
る
。

物
質
的
条
件
の
意
志
決
定
へ
の
影
響
筆
者
は
そ
れ
ら
の
う
ち
、
田
・
畑
・
宅
地
、
死
者
数
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
と
大
字
別
移
民
数
と
の
関
係

を
グ
ラ
フ
に
し
て
み
た
が
、
そ
の
い
ず
れ
か
ら
も
強
い
関
係
が
看
取
さ
れ
た
。
図
8
は
そ
の
う
ち
か
ら
、
宅
地
の
喪
失
率
と
移
住
人
口
率

と
の
関
係
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
工
夫
す
れ
ば
離
村
・
移
住
の
要
因
の
輪
を
一
そ
う
縮
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
作
業
の
結
果
は
、
十
津
川
谷
一
般
、
あ
る
い
は
そ
の
う
ち
で
も
特
別
の
災
害
村
に
通
じ
る
傾
向
と
し
て
、
こ
の
上
な
く
貴
重
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で
あ
る
。

そ
こ
ま
で
に
は
問
題
は
な
い
。
問
題
は
そ
れ
か
ら
先
で
あ
る
。
例
え

ば
図
8
の
長
殿
は
水
団
の
ほ
と
ん
ど
全
部
と
畑
の
半
ば
以
上
を
失
い
、

宅
地
の
喪
失
率
(
八

O
パ
ー
セ
ン
ト
)
、
死
者
(
一
一
入
名
)
、
家
の
流
失

龍瀬

と
倒
潰
(
一
入
戸
の
う
ち
二
二
戸
)
と
も
、
二
六
大
字
中
最
大
の
被
害

1973 

を
受
け
た
の
に
、
移
住
者
は
二
六
大
字
中
最
少
の
二
名
で
あ
る
(
表
3
、

移住人口率と宅地被害率との関係

図
1
1
被
害
率
と
移
住
者
数
の
相
関
関
係
に
お
け
る
長
殿
に
近
い
例

は
他
に
も
見
出
さ
れ
る
。

し
か
し
災
害
が
同
じ
程
度
な
の
に
、
移
住
者
の
極
め
て
少
な
い
長
殿

と
、
大
幅
に
離
村
・
移
住
し
た
林
・
上
野
地
の
二
つ
の
場
合
に
つ
い

て
、
移
住
す
る
の
が
正
常
で
、

し
な
い
の
が
例
外
で
あ
る
と
結
論
し
て

も
よ
い
。
し
か
し
正
反
対
に
結
論
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、

図B

さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
災
害
を
受
け
た
十
津
川
谷
の
復
原
力
や
将

来
性
な
ど
を
、
あ
の
動
乱
の
も
と
で
、
す
べ
て
の
住
民
が
予
見
し
得
た

と
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
し
て
北
海
道
は
未
知
未
見
の
土
地
で
あ
る
。
離

村
す
る
も
し
な
い
も
、
多
く
の
憶
測
を
加
え
で
の
二
者
択
一
の
行
為
で

あ
る
。
図
8
は
単
に
宅
地
喪
失
と
移
住
と
の
聞
の
見
掛
上
の
関
係
を
、
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そ
れ
も
平
均
的
な
傾
向
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。
次
に
は
こ
の
よ
う
な
図
形
の
網
目
か
ら
こ
ぼ
れ
た
も
の
に
こ
そ
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

離
村
し
た
十
津
川
村
よ
り
、
北
海
道
の
新
十
津
川
町
が
豊
沃
な
新
天
地
で
、
移
住
者
に
幸
せ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
災
害
直
後

の
と
っ
さ
の
選
択
が
一

O
O
パ
ー
セ
ン
ト
の
納
得
の
結
果
で
あ
る
と
い
う
よ
り
、
と
も
か
く
も
移
住
し
、
そ
し
て
投
げ
ら
れ
た
運
命
を
、

ま
っ
し
ぐ
ら
に
き
り
聞
き
、
努
力
を
続
け
た
結
果
で
し
か
な
い
。
不
毛
の
土
地
を
選
択
し
て
し
ま
っ
た
移
住
者
が
、
他
の
土
地
へ
と
二
転

一
転
し
た
他
地
域
の
例
が
そ
の
こ
と
を
証
明
す
る
。

八

要

約

1 

十
津
川
は
本
来
日
本
一
の
高
水
位
型
洪
水
河
川
の
疑
い
が
濃
く
、
ま
た
明
治
二
二
年
洪
水
で
は
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
と
せ
き
と
め
湖

2 に
よ
る
特
別
高
い
、
も
ち
ろ
ん
日
本
一
の
洪
水
位
を
現
出
し
て
む
ら
を
潰
滅
の
悲
運
に
陥
し
入
れ
た
。

十
津
川
沿
岸
に
は
当
時
も
自
然
堤
防
は
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
発
達
し
て
い
た
と
し
て
も
、
段
丘
さ
え
水
没
す
る
ほ
ど
の
大
洪

水
の
も
と
で
は
全
く
無
力
で
あ
っ
た
ろ
う
。

3 

「
吉
野
水
災
誌
」
な
ど
の
す
ぐ
れ
た
記
録
や
現
地
調
査
に
よ
れ
ば
、
被
害
率
や
移
住
者
率
あ
る
い
は
両
者
の
見
掛
上
の
相
関
関
係
は

数
字
的
に
は
得
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
生
命
へ
の
危
険
感
、
基
本
的
生
産
手
段
喪
失
の
不
安
が
離
村
・
移
住
を
決
定
し
て
い
る
と
見
て
、

お
お
む
ね
さ
し
っ
か
え
な
い
。

4 

し
か
し
そ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
「
お
お
む
ね
」
で
あ
り
、
個
々
の
む
ら
、
個
人
個
人
の
行
為
を
越
え
た
平
均
的
状
態
で
あ
る
に
過
ぎ
な

ぃ
。
二
六
大
字
中
災
害
率
が
最
高
な
の
に
移
住
者
率
最
低
の
長
殿
に
注
目
し
た
い
。

5 

何
よ
り
も
も
ど
か
し
い
の
は
、
十
津
川
災
害
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
住
民
の
意
志
決
定
、
行
為
の
選
択
は
、
判
断
力
喪
失
の
環
境
下



で
、
詳
細
で
正
確
な
情
報
欠
如
の
ま
ま
、
憶
測
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
と
推
測
さ
れ
る
た
め
、
筆
者
に
は
こ
の
さ
き
の
妙

案
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
数
量
的
取
扱
い
に
よ
っ
て
平
均
的
、
見
掛
上
の
概
観
を
ま
ず
把
握
す
る
が
、
そ
れ
の
み
に
よ
っ
て
は
真
実
の
要
因

は
つ
か
め
な
い
。
こ
れ
以
後
の
操
作
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
テ
l
マ
の
場
合
の
地
理
学
研
究
の
独
自
性
で
あ
る
と
の
自
覚
に
立
っ
て
、
数
量
的

関
係
か
ら
落
ち
こ
ぼ
れ
た
個
々
の
現
象
、
特
殊
な
事
象
に
迫
る
ほ
か
は
な
い
。
地
域
の
個
々
の
現
象
が
も
し
他
の
科
学
の
視
野
か
ら
落
ち

こ
ぼ
れ
、
見
失
わ
れ
て
い
る
な
ら
、
そ
れ
を
取
上
げ
る
こ
と
は
科
学
の
分
業
と
協
同
の
上
か
ら
む
し
ろ
望
ま
し
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

6 

多
く
の
生
命
が
失
わ
れ
て
ゆ
く
さ
ま
を
こ
の
自
で
見
、
そ
の
上
自
ら
の
暮
ら
し
を
奪
わ
れ
た
十
津
川
の
人
々
が
、
雪
さ
え
降
り
は
じ

め
た
石
狩
平
野
を
、
す
べ
て
に
耐
え
て
進
む
さ
ま
は
想
像
す
る
だ
に
傷
ま
し
い
。
地
理
学
特
に
災
害
の
歴
史
地
理
で
は
、
研
究
の
途
上
、

こ
の
よ
う
な
光
景
と
ど
こ
ま
で
同
行
し
、
ど
こ
で
決
別
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

明治二二年十津川水害

〔
付
言

1
〕
「
吉
野
郡
水
災
誌
」
は
全
一
二
巻
官
庁
作
成
の
み
ご
と
な
報
告
書
で
あ
る
。
が
、
出
版
年
月
日
、
著
者
名
な
ど
の
細
部
に
は
判
然
と
し

な
い
点
が
あ
る
が
、
十
津
川
村
役
場
総
務
課
の
御
教
示
と
同
書
巻
之
壱
緒
畳
一
ロ
、
凡
例
な
ど
か
ら
お
お
よ
そ
の
推
測
は
で
き
る
。

起
草
ま
た
は
資
料
蒐
集
整
理
開
始
は
、
凡
例
の
日
付
が
明
治
二
三
年
三
月
で
あ
る
こ
と
、
執
筆
完
了
は
、
巻
之
一
一
緒
言
の
日
付
が
二
四
年
三
月
で
あ

る
か
ら
、
ほ
ぼ
そ
の
前
後
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
著
者
(
編
著
者
)
は
、
各
村
長
、
郡
役
所
吏
員
報
告
控
の
ほ
か
、
前
記
凡
例
か
ら
巡
査
駐
在
所
報

告
、
災
害
時
現
地
に
開
設
さ
れ
た
吉
野
下
市
と
五
条
か
ら
の
「
倶
楽
部
」
な
る
も
の
が
執
務
し
た
記
事
を
蒐
集
整
理
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
付
言

2
〕
歴
史
地
理
学
会
例
会
で
わ
た
く
し
の
報
告
の
座
長
を
つ
と
め
、
「
所
見
」
(
歴
史
地
理
学
会
会
員
通
信
七
二
号
)
を
執
筆
下
さ
っ
た
沢

田

清

教

授

に

は

、

本

小

論

を

校

閲

し

て

頂

い

た

こ

と

を

感

謝

す

る

。

(

一

九

七

五

・

八

・

一

一

一

一

稿

)
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